
⇒

⇒

1人１台端末を有効活用し、ドリルパーク等で、一人ひとりの課題に
合った学習が進められるようにする。【通年】
ICT機器の有効活用を行い、算数の「データの活用」に関わる授業
をわかりやすい内容になるように工夫する。【学期に１度】

知識・技能

＜学習上の課題＞
基礎学力の定着。
国語「書くこと」　算数「数と計算」
＜指導上の課題＞
教員側のICT活用能力の個人差がある。学習場面に
合ったICT機器の活用に個人差がある。

学力向上策【実施時期・頻度】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と学力向上策

朝学習「基礎学習の時間」を活用して、国語の書きと計算の基礎問
題に取り組む。【通年】
ICT機器の有効活用を行い、算数の「数と計算」に関する資料提示
をわかりやすいものへと改善する。【週に１度】
国語の授業において、文章を書く時間の確保を積極的に行い、書
く力を高める授業を推進する。【週に１度】

思考・判断・表現

＜学習上の課題＞
授業中の「個で考える時間」の確保。
算数「データの活用」
＜指導上の課題＞
個人差が大きい。個に応じた指導を充実させていく必要が
ある。児童主体の学習活動の機会が十分に確保されていな
い。

学力向上策【実施時期・頻度】

中間期見直し中間期報告

学力向上策の実施状況
③

知識・技能

評価（※）

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

知識・技能

思考・判断・表現

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 学力向上策の実施状況⑤

思考・判断・表現

② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

⑥ 次年度への課題と学力向上策

思考・判断・表現

知識・技能

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和７年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【上小小学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


